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トリエチレンテトラミン


複雑な配位子は略号を使うことが多い。表2におもなものをあげる。

変わった配位子としては69年発見されたクリプタンド(錯体をクリプタートという)やクラウンがありアルカリ金属や

アルカリ土類金属と錯体をつくる。これらの配位子は生体内におけるアルカリ金属イオンの伝送に関与する大環状

エステル，ノナクチンのモデル化合物として重要である。
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[略記]

[名称]

[化学式]
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クラウンの例





クリプタンドの例
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